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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生に使用したディスク毎の夫々のディスクを識別するディスク個別識別情報と、前記
夫々のディスクの使用回数とを記憶するディスク個別識別情報記憶手段と、
　前記再生に使用したディスク毎に、夫々のディスクに対応した自動調整情報を記憶する
自動調整情報記憶手段と、
　挿入されたディスクのディスク個別識別情報を検出する個別識別情報検出手段と、
　前記挿入されたディスクに対する前記ディスク個別識別情報が前記ディスク個別識別情
報記憶手段に格納されている場合には、前記ディスクの使用回数を更新し、前記自動調整
情報記憶手段から前記ディスク個別識別情報に対応した自動調整情報をもとに再生を行い
、前記挿入されたディスクに対する前記ディスク個別識別情報が前記ディスク個別識別情
報記憶手段に格納されていない場合には、前記使用回数が少ないディスクについての情報
を優先して消去し、前記ディスク個別識別情報記憶手段に前記挿入されたディスクを識別
するディスク個別識別情報及び前記挿入されたディスクの使用回数を記憶するとともに前
記自動調整情報記憶手段に前記挿入されたディスクに対応した自動調整情報を記憶し、前
記記憶した自動調整情報をもとに再生を行う再生手段と
　を具備することを特徴とするディスク再生装置。
【請求項２】
　前記ディスク再生装置は、当該装置内の温度を検出する機内温度検出手段を備え、該機
内温度手段の検出値に応じて前記自動調整情報記憶手段の記憶値を補正するようにした
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　ことを特徴とする請求項１記載のディスク再生装置。
【請求項３】
　記録に使用したディスク毎の夫々のディスクを識別するディスク個別識別情報と、前記
夫々のディスクの使用回数とを記憶するディスク個別識別情報記憶手段と、
　前記記録に使用したディスク毎に、夫々のディスクに対応した自動調整情報を記憶する
自動調整情報記憶手段と、
　挿入されたディスクのディスク個別識別情報を検出する個別識別情報検出手段と、
　前記挿入されたディスクに対する前記ディスク個別識別情報が前記ディスク個別識別情
報記憶手段に格納されている場合には、前記ディスクの使用回数を更新し、前記自動調整
情報記憶手段から前記ディスク個別識別情報に対応した自動調整情報をもとに記録を行い
、前記挿入されたディスクに対する前記ディスク個別識別情報が前記ディスク個別識別情
報記憶手段に格納されていない場合には、前記使用回数が少ないディスクについての情報
を優先して消去し、前記ディスク個別識別情報記憶手段に前記挿入されたディスクを識別
するディスク個別識別情報及び前記挿入されたディスクの使用回数を記憶するとともに前
記自動調整情報記憶手段に前記挿入されたディスクに対応した自動調整情報を記憶し、前
記記憶した自動調整情報をもとに記録を行う記録手段と
　を具備することを特徴とするディスク記録装置。
【請求項４】
　前記ディスク記録装置は、当該装置内の温度を検出する機内温度検出手段を備え、該機
内温度手段の検出値に応じて前記自動調整情報記憶手段の記憶値を補正するようにした
　ことを特徴とする請求項３記載のディスク記録装置。
【請求項５】
　使用したディスク毎の夫々のディスクを個別に識別するディスク個別識別情報と、前記
夫々のディスクの使用回数とを記憶するディスク個別識別情報記憶手段と、
　前記使用したディスク毎に、夫々のディスクに個別に対応した自動調整情報を記憶する
自動調整情報記憶手段と、
　挿入されたディスクのディスク個別識別情報を検出する個別識別情報検出手段と、
　前記挿入されたディスクに対する前記ディスク個別識別情報が前記ディスク個別識別情
報記憶手段に格納されている場合には、前記ディスクの使用回数を更新し、前記自動調整
情報記憶手段から前記ディスク個別識別情報に対応した自動調整情報をもとに記録又は再
生を行い、前記挿入されたディスクに対する前記ディスク個別識別情報が前記ディスク個
別識別情報記憶手段に格納されていない場合には、前記使用回数が少ないディスクについ
ての情報を優先して消去し、前記ディスク個別識別情報記憶手段に前記挿入されたディス
クを識別するディスク個別識別情報及び前記挿入されたディスクの使用回数を記憶すると
ともに前記自動調整情報記憶手段に前記挿入されたディスクに対応した自動調整情報を記
憶し、前記記憶した自動調整情報をもとに記録又は再生を行う記録／再生手段と
　を具備することを特徴とするディスク記録再生装置。
【請求項６】
　前記ディスク記録再生装置は、当該装置内の温度を検出する機内温度検出手段を備え、
該機内温度手段の検出値に応じて前記自動調整情報記憶手段の記憶値を補正するようにし
たことを特徴とする請求項５記載のディスク記録再生装置。
【請求項７】
　再生に使用したディスク毎の夫々のディスクを識別する個別識別情報と、前記夫々のデ
ィスクの使用回数とを第１の記憶手段に記憶するディスク個別識別情報記憶ステップと、
　前記再生に使用したディスク毎に、夫々のディスクに対応した自動調整情報を第２の記
憶手段に記憶する自動調整情報記憶ステップと、
　挿入されたディスクのディスク個別識別情報を検出する個別識別情報検出ステップと、
　前記挿入されたディスクに対する前記ディスク個別識別情報が前記第１の記憶手段に格
納されている場合には、前記ディスクの使用回数を更新し、前記第２の記憶手段から前記
ディスク個別識別情報に対応した自動調整情報をもとに再生を行い、前記挿入されたディ
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スクに対する前記ディスク個別識別情報が前記第１の記憶手段に格納されていない場合に
は、前記使用回数が少ないディスクについての情報を優先して消去し、前記第１の記憶手
段に前記挿入されたディスクを識別するディスク個別識別情報及び前記挿入されたディス
クの使用回数を記憶するとともに前記第２の記憶手段に前記挿入されたディスクに対応し
た自動調整情報を記憶し、前記記憶した自動調整情報をもとに再生を行う再生ステップと
　を具備することを特徴とするディスク再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明はディスク再生装置、ディスク記録装置およびディスク記録再生装置、並びにデ
ィスク再生方法に関し、特にディスクの記録時または再生時における立ち上げ時間を短く
したディスク再生装置、ディスク記録装置およびディスク記録再生装置、並びにディスク
再生方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のディスク（光ディスクを含む）としては、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ、読み
出し専用）やＣＤ－ＲＷ（ＣＤ－Ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ、書き換え可能型）やＤＶＤ－Ｒ
ＯＭ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ－ＲＯＭ、読み出し専用）やＤＶ
Ｄ＋ＲＷ（ＤＶＤ＋Ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ、書き換え可能型）等が知られており、各ディ
スクでは物理フォーマット，ファイルシステム，ビデオフォーマット等の物理特性が異な
る。
【０００３】
従って、ディスク記録再生装置（光ディスク再生装置を含む）では、ディスク挿入時にデ
ィスク種類の判別を行い、ディスクの再生・記録性能を最適化する為に、幾つかの調整処
理（自動調整）を行っている。
【０００４】
一方、大容量の不揮発性メモリは非常に高価であったが、近年は比較的安価になってきた
。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、使用者（ユーザ）側にしてみれば、前記自動調整の調整時間（立ち上げ時
間）の間は待たされるので好ましいことではない（応答性が悪い）。
しかも、例えば記録容量の増加等によるディスク回転速度の増加に伴い、スキュー（ディ
スクの傾き）や振動等についても調整処理を行わなければならないので、この応答性の悪
さは益々増大する傾向にある。
【０００６】
　そこで本発明の第１の目的は、ディスク挿入から再生可能になるまでの時間を短縮した
ディスク再生装置を提供することである。
　また、本発明の第２の目的は、ディスク挿入から記録可能になるまでの時間を短縮した
ディスク記録装置を提供することである。
　さらに、本発明の第３の目的は、ディスク挿入から記録再生可能になるまでの時間を短
縮したディスク記録再生装置を提供することである。
　また本発明の第４の目的は、ディスク挿入から再生可能になるまでの時間を短縮するデ
ィスク再生方法を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
前記第１の目的を達成するめ、本発明のディスク再生装置（第１発明）は、再生に使用し
たディスク毎に、夫々のディスクを識別するディスク個別識別情報を記憶するディスク個
別識別情報記憶手段と、前記再生に使用したディスク毎に、夫々のディスクに対応した自
動調整情報を記憶する自動調整情報記憶手段と、挿入されたディスクの個別識別情報を検
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出する個別識別情報検出手段とを備え、前記挿入されたディスクに対する前記個別識別情
報が前記ディスク個別識別情報記憶手段に格納されている場合には、前記自動調整情報記
憶手段から前記個別識別情報に対応した自動調整情報を取り出し、再生を行うことを特徴
とする。
【０００８】
このディスク再生装置では、一度再生したディスクの個別識別情報をディスク個別識別情
報記憶手段に記憶しておき、次にそのディスクを再生する場合には自動調整情報記憶手段
からそのディスクに対応した自動調整情報を読み出して再生を行うので、使用者の待ち時
間を短縮することができる。
【０００９】
前記第２の目的を達成するため、本発明のディスク記録装置（第２発明）は、記録に使用
したディスク毎に、夫々のディスクを識別するディスク個別識別情報を記憶するディスク
個別識別情報記憶手段と、前記記録に使用したディスク毎に、夫々のディスクに対応した
自動調整情報を記憶する自動調整情報記憶手段と、挿入されたディスクの個別識別情報を
検出する個別識別情報検出手段とを備え、前記挿入されたディスクに対する前記個別識別
情報が前記ディスク個別識別情報記憶手段に格納されている場合には、前記自動調整情報
記憶手段から前記個別識別情報に対応した自動調整情報を取り出し、記録を行うことを特
徴とする。
【００１０】
このディスク記録装置では、一度記録したディスクの個別識別情報をディスク個別識別情
報記憶手段に記憶しておき、次にそのディスクに記録する場合には自動調整情報記憶手段
からそのディスクに対応した自動調整情報を読み出して記録を行うので、使用者の待ち時
間を短縮することができる。
【００１１】
　前記第３の目的を達成するため、本発明のディスク記録再生装置（第３発明）は、使用
したディスク毎に、夫々のディスクを個別に識別するディスク個別識別情報を記憶するデ
ィスク個別識別情報記憶手段と、前記使用したディスク毎に、夫々のディスクに個別に対
応した自動調整情報を記憶する自動調整情報記憶手段と、挿入されたディスクの前記個別
識別情報を検出する個別識別情報検出手段とを備え、前記挿入されたディスクに対する前
記個別識別情報が前記ディスク個別識別情報記憶手段に格納されている場合には、前記自
動調整情報記憶手段から前記個別識別情報に対応した自動調整情報を取り出し、記録また
は再生を行うことを特徴とする。
【００１２】
このディスク記録再生装置では、一度再生または記録したディスクの個別識別情報をディ
スク個別識別情報記憶手段に記憶しておき、次にそのディスクに再生または記録する場合
には自動調整情報記憶手段からそのディスクに対応した自動調整情報を読み出して再生ま
たは記録を行うので、使用者の待ち時間を短縮することができる。
【００１３】
前記第１～第３発明では、前記ディスク個別識別情報記憶手段および自動調整情報記憶手
段が、フラッシュＲＯＭからなることが好ましい。フラッシュＲＯＭ（例えば、フラッシ
ュＥＥＰＲＯＭ）は安価なので、上記手段を安価に構成することができる。
【００１４】
また、前記第２，第３発明では、前記ディスク個別識別情報手段にディスクの使用履歴情
報を、優先順位を定めて記憶しておき、優先順位の低いものから上書き、または消去する
ように構成することが望ましい。このようにすれば、優先順位の低い情報から上書き、ま
たは消去して記憶領域を確保するので、使用頻度の高いディスクや最近使用したディスク
は記録再生可能になるまでの時間を短縮することができる。また、ディスク個別識別情報
手段を小さい規模で構成することができる。
【００１５】
　さらに、前記第１～第３発明に係る装置では、当該装置内の温度を検出する機内温度検



(5) JP 4613392 B2 2011.1.19

10

20

30

40

50

出手段を設け、該機内温度手段の検出値に応じて前記自動調整情報記憶手段の記憶値を補
正することが望ましい。このようにして前記自動調整情報記憶手段の記憶値を補正するこ
とにより、記録または再生を、より正確に行うことができる。
　また前記第４の目的を達成するため、本発明のディスク再生方法は、再生に使用したデ
ィスク毎に、夫々のディスクを識別する個別識別情報を第１の記憶手段に記憶するディス
ク個別識別情報記憶ステップと、前記再生に使用したディスク毎に、夫々のディスクに対
応した自動調整情報を第２の記憶手段に記憶する自動調整情報記憶ステップと、挿入され
たディスクの個別識別情報を検出する個別識別情報検出ステップとを備え、前記挿入され
たディスクに対する前記個別識別情報が前記第１の記憶手段に格納されている場合には、
前記第２の記憶手段から前記個別識別情報に対応した自動調整情報を取り出し、再生を行
うことを特徴とする。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図示の実施の形態に基づいて説明する。図１は、光ディスク記録再生装置
ＨＤの主要部の構成を示したブロック図である。
【００１７】
ピックアップ４は、挿入されたディスク１に記録された情報を再生し、サーボ回路６によ
ってフォーカス方向・トラッキング方向の制御を行う。また、サーボ回路６は、スレッド
モーター３を制御し、ピックアップ４をトラッキング方向に移動させることによって、デ
ィスク１の全トラックの追従および目標位置への移動を行う。すなわち、このスレッドモ
ーター３は、ピックアップ（光学ヘッド）を半径方向に駆動するためのモーターである。
【００１８】
ピックアップ４によって再生された信号はＲＦアンプ回路５で増幅され、デジタル信号処
理回路７にて再生信号の誤り訂正、アドレス情報の検出、データの読み出しなどを行う。
また、サーボ回路６はスピンドルモーター２を駆動してディスク１の回転を制御する。
【００１９】
ＣＰＵ１０はＲＯＭ１２に記録された制御プログラムを読み出して実行する。ＣＰＵ１０
は、ディスク挿入検出回路９によってディスク１が挿入されたタイミングを検出すること
ができる。また、ＣＰＵ１０はサーボ回路６を制御して再生を行い、デジタル信号処理回
路７からディスク１に記録されたアドレス情報を読み出し、ピックアップ４を目標位置へ
シークさせる。
【００２０】
また、「個別識別情報検出手段」であるＣＰＵ１０は、デジタル信号処理回路７からディ
スク１に記録された情報を読み出す。さらに、ＣＰＵ１０はディスク１が挿入された場合
に読み出し性能を最適化するために、サーボエラー信号のオフセットキャンセルや振幅調
整などの再生用回路の自動調整および記録用回路の自動調整を行う。
【００２１】
ここに、自動調整用の信号（自動調整情報）としては、次のものがある。
▲１▼再生信号，サーボ信号のオフセット調整
ＲＦ信号オフセット調整，Ｆｏｃｕｓ　Ｅｒｒｏｒ信号オフセット調整，Ｔｒａｃｋｉｎ
ｇ　Ｅｒｒｏｒ信号オフセット調整，Ｓｌｅｄ　Ｅｒｒｏｒ信号オフセット調整，Ｓｋｅ
ｗ　Ｅｒｒｏｒ信号オフセット調整，Ｆｏｃｕｓ　Ｂｉａｓ調整
▲２▼再生信号，サーボ信号の振幅調整
ＲＦ調整，Ｆｏｃｕｓ　Ｓｅｒｖｏ　Ｇａｉｎ調整，Ｔｒａｃｋｉｎｇ　Ｓｅｒｖｏ　Ｇ
ａｉｎ調整，Ｓｌｅｄ　Ｓｅｒｖｏ　Ｇａｉｎ調整，Ｓｌｅｄ　Ｈａｌｌ素子出力レベル
調整，Ｓｋｅｗ調整
なお、前記▲１▼，▲２▼以外に記録装置が行うものとしてはＯＰＣ（記録用レーザーパ
ワーの最適化調整）がある。
【００２２】
また、ＣＰＵ１０は「ディスク個別識別情報記憶手段，自動調整情報記憶手段」であるＲ
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ＡＭ１１や不揮発性メモリのフラッシュＲＯＭ（例えば、フラッシュＥＥＰＲＯＭ）１３
に、ディスク１から読み出した情報や自動調整の調整値等の情報を読み書き・消去を行う
。ここに、ＲＯＭ１２のデータはフラッシュＲＯＭ１３内にあってもよく、また、ＲＡＭ
１１あるいはＲＯＭ１２あるいはフラッシュＲＯＭ１３はＣＰＵ１０に内蔵されていても
よい。また、ＣＰＵ１０は光ディスク記録再生装置ＨＤの装置内温度（機内温度）を検出
する機内温度検出回路８により、機内温度を測定することが可能である。
【００２３】
次に、ディスク１に記録された情報の構造を説明する。
ディスク１は例えば書き込み・消去可能な光学ディスクであり、図２に示す構成を持つ（
ＤＶＤ＋ＲＷに関するＥＣＭＡ規格）。図２において、左から順にディスクの中心からの
半径位置の規定、記録情報の先頭データのアドレス（先頭データＰＳＮ）、記録データ数
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｓｅｃｔｏｒ数）、記録データの内容、記録データの分類を示す。
【００２４】
これら項目の中で本実施の形態に関与するものは「Ｌｅａｄ－ｉｎ分類」の「Ｉｎｎｅｒ
　Ｄｉｓｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｚｏｎｅ」と「Ｌｅａｄ－ｏｕｔ分類」の「Ｏｕ
ｔｅｒ　Ｄｉｓｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｚｏｎｅ」である。この２つの情報の内容
は同じものである。これらの領域において、２０４８バイトのセクターを１６個まとめて
、１個のＤｉｓｃ　ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｂｌｏｃｋ（以下、ＤＣＢ）を構成し、更に１６個
のＤＣＢで「Ｉｎｎｅｒ／Ｏｕｔｅｒ　Ｄｉｓｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｚｏｎｅ」
を構成している。
【００２５】
図３は「ＤＣＢ」の構成を示す。最初の４バイトにＤＣＢの内容を示す「Ｃｏｎｔｅｎｔ
　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ」が書かれている。「Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ」
に“４６４４４３００"(図４参照、アスキーコードでＦＤＣ＋バージョンナンバー００を
意味する）が書かれているＤＣＢは、「Ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ＤＣＢ」の内容となる。
【００２６】
図４に「Ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ＤＣＢ」の構成を示す。この中で本発明と関与するもの
は、０～３バイトの「Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ」と８～３９バイトの「Ｄ
ｒｉｖｅ　ＩＤ」と６４～７１バイトの「Ｄｉｓｃ　ＩＤ」である。
「Ｄｒｉｖｅ　ＩＤ」は図３に示したように、この「ＦｏｒｍａｔｔｉｎｇＤＣＢ」を記
録した装置の製造会社に対応した情報と、記録装置のモデルネーム／タイプナンバーと、
記録装置のシリアルナンバーで構成される。
「Ｄｉｓｃ　ＩＤ」は、記録装置がこの「Ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ＤＣＢ」を記録する際
に、ディスク１枚１枚に固有の番号を自動計算して記録した８バイトの情報である。
【００２７】
ディスクはＦｏｒｍａｔ処理を行うことによって使用可能な状態になる。そして、Ｆｏｒ
ｍａｔ処理を行うと必ず「Ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ＤＣＢ」が記録される。「Ｄｒｉｖｅ
　ＩＤ」は各記録装置において唯一無二の値であるので、「Ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ＤＣ
Ｂ」を記録した記録装置を１台に特定することができる。また、各記録装置がＦｏｒｍａ
ｔしたディスクは、「Ｄｉｓｃ　ＩＤ」によって特定・識別することができる。従って、
「Ｄｒｉｖｅ　ＩＤ」と「Ｄｉｓｃ　ＩＤ」を読み出すことによって、ディスクの１枚１
枚を個別に識別することができる。
【００２８】
なお、ここでは、ディスクを１枚１枚識別する方法として「Ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ＤＣ
Ｂ」の「Ｄｒｉｖｅ　ＩＤ」と「Ｄｉｓｃ　ＩＤ」を使用したが、ディスク１枚１枚の識
別ができるものであれば、他のものでもよい。
【００２９】
次に、上記のように構成された光ディスク記録再生装置ＨＤの動作について、図５および
図６に示すフローチャートに基づいて説明する。図５はフローチャートの前半を、図６は
後半をそれぞれ示すものである。また、図６（ステップ４～１１、但しステップ１０を除
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く）は、本発明の要部を示している。
ＣＰＵ１０はディスク挿入検出回路９によってディスク１が挿入されるタイミングを監視
し、挿入されるまで待機する（ステップ１）。
【００３０】
ディスク１が挿入されるとＣＰＵ１０はディスクの種類を判別し、ディスク１に対応した
記録再生用回路に切替える（ステップ２）。次のようにディスクの種類を分類する。
ＣＤ（含むＣＤ－Ｒ）
ＣＤ－ＲＷ
ＤＶＤ・ＲＯＭ（Ｓｉｎｇｌｅ／Ｄｕａｌ　Ｌａｙｅｒ）
ＤＶＤ－Ｒ
ＤＶＤ＋ＲＷ
【００３１】
次に、図５に示すように、ＣＰＵ１０は各ディスクの再生用回路の自動調整を行う（ステ
ップ３）。次に、図６に示すように、ＣＰＵ１０はディスク１の識別情報（「Ｄｒｉｖｅ
　ＩＤ」と「Ｄｉｓｃ　ＩＤ」からなる）が書かれているか否かを判断する（ステップ４
）。ここで、ディスク１がＤＶＤ＋ＲＷ以外である場合は識別情報が書かれていない。デ
ィスク１がＤＶＤ＋ＲＷの場合、ＣＰＵ１０はデジタル信号処理回路７から「Ｉｎｎｅｒ
／Ｏｕｔｅｒ　Ｄｉｓｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｚｏｎｅ」の各ＤＣＢの先頭４バイ
トを読み出して、４６４４４３００である（つまり「Ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ＤＣＢ」が
存在する）か否かを調べる。ＣＰＵ１０が全てのＤＣＢにおける先頭４バイトのチェック
を終了した時点で、「Ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ＤＣＢ」が存在しない場合は未フォーマッ
トのディスクであり、ディスク個別識別情報は書かれていない（フォーマットする際に書
かれる）と判断する。
【００３２】
ディスク個別識別情報が書かれていない場合、ＣＰＵ１０は従来通りの処理である記録用
回路の自動調整処理を行った（ステップ１０）後、ディスク情報の記録再生が可能となる
。ディスク個別識別情報が書かれている場合、ＣＰＵ１０はフラッシュＲＯＭ１３内に蓄
積した全ての「過去の再生したディスプレイの識別情報」とディスク１の識別情報とを比
較し、同一の識別情報であるかを検索する（ステップ５～７）。
【００３３】
同一の識別情報がある場合、ＣＰＵ１０はフラッシュＲＯＭ１３からその識別情報に対応
した記録用回路の自動調整情報（調整値と機内温度値）を読み出し、機内温度検出回路８
から得た現在の機内温度値による調整値の補正を行ってからサーボ回路６内にある調整回
路に設定し、履歴情報（そのディスクの挿入回数あるいは各ディスクが挿入された順番の
並べ替え）を更新し（ステップ８）、調整処理を省略してディスク情報の記録再生が可能
となる。
【００３４】
同一の識別情報がない場合、ＣＰＵ１０は従来通りの処理である自動調整処理を行い（ス
テップ９）、ディスク１の識別情報と記録用回路の自動調整情報（調整値と、機内温度検
出回路８から得た機内温度値）と履歴情報を、フラッシュＲＯＭ１３に記録し（ステップ
１１）、ディスク情報の記録再生が可能となる。
【００３５】
ここで参考として、図７にフラッシュＲＯＭ１３に蓄積される各ディスクの情報を示す。
各ディスクの情報は、識別情報（４０バイト）と調整情報（４バイト）と履歴情報（４バ
イト）で構成される。この内、履歴情報の挿入回数は対応したディスクが挿入される度に
更新され、履歴情報の挿入順番は識別情報を持つディスクが挿入される度に全てのデータ
が並べ替えられ、更新される。
【００３６】
なお、以上の実施の形態は、ディスク記録再生装置に係るものであるが、ディスク記録装
置（単独）またはディスク再生装置（単独）を本実施の形態のように構成することもでき
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る。
【００３７】
【発明の効果】
請求項１記載のディスク再生装置によれば、一度再生したことのあるディスクに対して、
再生用回路の自動調整の過程を省略することができる。従って、ディスク挿入後にディス
ク情報が再生可能状態になるまでの時間が短縮され、使用者に応答性の良い環境を提供す
ることができる。
【００３８】
また、請求項４記載のディスク記録装置によれば、一度記録したことのあるディスクに対
して、記録用回路の自動調整の過程を省略することができる。従って、ディスク挿入後に
ディスク情報が記録可能状態になるまでの時間が短縮され、使用者に応答性の良い環境を
提供することができる。
【００３９】
さらに、請求項８記載のディスク記録再生装置によれば、一度記録または再生したことの
あるディスクに対して、記録用回路または再生用回路の自動調整の過程を省略することが
できる。従って、ディスク挿入後にディスク情報が記録または再生可能状態になるまでの
時間が短縮され、使用者に応答性の良い環境を提供することができる。
【００４０】
請求項２のディスク再生装置、請求項５のディスク記録装置または、請求項９のディスク
記録再生装置では、ディスク個別識別情報記憶手段および自動調整情報記憶手段として安
価なフラッシュＲＯＭ（例えば、ＥＥＰＲＯＭ）を設けたので、これらの手段を経済的に
構成することができる。
【００４１】
請求項６のディスク記録装置または、請求項１０のディスク記録再生装置では、多くのデ
ィスク個別識別情報を蓄積したことにより不揮発性メモリの未使用領域が少なくなった状
態で、新たにディスク個別識別情報を蓄積する場合に、履歴情報を使って、使用頻度の低
いディスクの情報や、最も古い時点で使用されたディスクの情報から、優先順位に応じて
上書きまたは消去し、あるいは挿入回数（使用回数）が少ないディスクについて優先して
上書きまたは消去する。このため、使用頻度の高いディスクや、最近使用したディスクに
おいては、記録再生可能になるまでの時間を短縮することができる。また、不揮発性メモ
リの使用領域を小さくすることができる。
【００４２】
請求項３のディスク再生装置、請求項７のディスク記録装置または、請求項１１のディス
ク記録再生装置は、装置内の温度を検出する機内温度検出手段を備え、該機内温度手段の
検出値に応じて前記自動調整情報記憶手段の記憶値を補正するようにしたものである。こ
れらの装置においては、不揮発性メモリに機内温度調整値と、温度調整時の機内温度値と
を蓄積するので、ディスクが再挿入されて機内温度が変化した場合にも、自動調整情報記
憶手段の記憶値を最適値に補正することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態のブロック図である。
【図２】従来のＤＶＤ＋ＲＷ規格の構成を示す図である。
【図３】従来のＤＶＤ＋ＲＷ規格の構成を示す図である。
【図４】従来のＤＶＤ＋ＲＷ規格の構成を示す図である。
【図５】同実施の形態のフローチャートであって、その前半を示すものである。
【図６】同実施の形態のフローチャートであって、その後半を示すものである。
【図７】同実施の形態におけるフラッシュＲＯＭに蓄積される各ディスクの情報を示す図
である。
【符号の説明】
１…ディスク、２…スピンドルモーター、３…スレッドモーター、４…ピックアップ、５
…ＲＦアンプ、６…サーボ回路、７…デジタル信号処理回路、８…機内温度検出回路、９
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…ディスク挿入検出回路、１０…ＣＰＵ、１１…ＲＡＭ、１２…ＲＯＭ、１３…フラッシ
ュＲＯＭ

【図１】 【図２】

【図３】
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